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こ の 様 な 成績 か ら COPP は 網内系に 刺戟的に作用す る

もの と思わ れ る．

　
一

方，t｝rk臨床的に 子宮癌患者に COPPft 投与 し，
そ の 成績 を 求め てい るが 比 較 的 多 量 投 与 出来 た もの は 合

計 52例で あ つ た 、副作用 と して は 少数例の 頭痛，悪心等

が あ っ た が 何れも重篤な毛の はな く，本剤の 投与を中止

しfr．くて は な ら ない よ うな例 は な か つ た 、又 肝機能 ，

腎機能・tiit液一
般性状に 関 して 臨床検査を行 っ た 結果 ，

悪化を 来 した もの は数例 で 本剤が 他の fヒ学療法剤 に比 べ

て 副作用が 少い こ と を認 め た 。殊に 白血 球 減少の 少い こ

と は 本 剤の 大 き な 特長と言 え る と思われ る．次 に本剤の

臨床効果 を検討す るた め，組織学的検索，コ ル ポ ス コ ー

プ ，コ ル ポ Y イ ク ロ ス コ
ー

プ に よ る 検索 を行 っ た が，こ

れ らの 所 見 の うち病巣の 細胞変性．分裂像の 減少，問質

部線維 の 増加，癌性 潰瘍の 縮 少，異型 血管の 消失等を認

め 本剤 が 癌治癒機転 を助 長 す る と考 え られ た症例 は 工6例

で あ つ た ．

　勿論， 制癌剤の 効果を云 々 する に は 多数例，長期間 の

観察 が 必 要 で あ る が 前述の 結 果 を総合 す る と本剤は制癌

剤 と して 期待す る に 足 る もの であ る と考 え る，

　 158．　 子 宮頸癌 の 化学療法に 関す る研究　（第

3 報）（国立病院共同研究）

　　　　　　　　　 （国 血大阪病 院 ）　 小倉　知治

　田立病院癌化学療 法共同研 究班｛の 子宮癌委員会 と し

て ， 昭 34 ・7 ・1 か ら，実 1験を開始 した ．使用した薬剤

は マ イ トマ イ シ ン （MM ） とテ ス パ ミ ン 　（Tp ） の 2 種

類で ， 1期 ， 」期癌では 手術 と併用 し， 」〔期癌では 放射

と併用 した ．

　手術群では ， 術中お よび術後4 〜18 日間 に わ た つ て ，

第 1次の 実験で は MM12   ，　 Tp 　 30  ， 第 2 次の 実験で

は MM40 興g，　 Tp 　 100  を分割投与 し， こ れら と対照 と

を 比 較した E ま た 放射群 で は，約 2 カ 月間に わた つ て 深

部線量 3，01）0 γ を 与 え る と と もに， M 皿 40  ，
　 Tp 　100

皿g を こ れ ら と平行 して分割投与 し，同様に対照 と比較 し

た ．

　実験例 は ，昭37，10，31現在，手術 群 664例，放射群

1V3例 ，計 837例 に達 して い るが ， そ の 成績は次の 如 く

であ る。

手術群 ごは 早期再発率 へ の 影響を重視 L．た が，第 1 次

の MM12 田9，　Tp 　 30  使用 群
・
ごは 満 1 年後の 生存率が 鍛

M95 ．9％ り
Tp 　 98．1％，対照 95．9％ に対 し， 満 2年後の

生存率 は ， MM85 ．7％，　 Tp 　 95．9％，対照94．5％ ，
　 MM

使用例の 成績 が 他の 2 者 に比 べ て 不 良で あ つ た ．しか し

て そ の 原因 は MM の 副作用に よ るの では ない か と思わ れ

た ． 第 2 次の MM40 ）g ，　 Tp 　ioOmg使用群 の 生存率は 実

験の 期 間 が 短 く，まだ 集計 す る ま で に 至 つ て い な い が ，

副作用 の た め実験を 中 土せ ざ るを得 な か つ た もの もか な

りあ っ た．ま た放射群 の 満 1 年後の 生存 率 は ， MM78 ．3

％ ，Tp 　 85．2％ ，対照76。7％，満 2 年後の 生存率は ，
　 M

M45 ．5％，　Tp 　66．T％ ， 対照 43．8％ で あ つ て．い ず れ も

Tp 使用例 の 成績 が良好であ る よ うに 思われ た が，まだ

規定の 例数 に 達 してい な い の で断定 は で き ない ．副作用

と しては ，自亅血球 ， 栓球 の 減少などを認め た もの が か な

りあ っ た が ，この た め 実験を中 LE した もの は 殆 ん ど な

い ．

　 159．　 人癌組織皮下移植 に よ る新 しい 人 癌療法

　　　　 （新潟赤 十 字産院 ）

　　　 鈴木　武徳 ， 白坂　龍曠，奥 田　幸子 ，

　　　 安部　邦夫

　本法 は 人癌組織を癌 患者の 皮下 に移植す る こ とに よつ

て ，其の 宿主 を抗癌体質 と な ら しめ，原 発部位 の 癌 の 発

育 を抑制 し， 或い は 癌 の 外科手術後及び放射線治療後の

癌の 再発を予防するこ とを目的 と した も の であ る．移植

は 人 癌の 原発部位 か ら採取 した新鮮 な癌組織，或い は ド

ラ イ ア イ ス 冷凍 を施 した 癖組織 の 小片　（縱横 5〜10 ミ

リ， 厚ざ 0．5〜 1 ミ リ） を 患者の 両大腿皮下の 最も浅 い

部位 に ， 各・e・1〜 2 ヵ 所 に 行 な う．治療 の 日的で行っ た

場合は，老 令 者 で他 に合併症を有 す る 手術 不 可能 の 末期

癌患者頚癌手術後，数種の 放射線治療 な い しは抗癌剤洪

射後再発 した宋期癌患者及 び癌性腹膜炎を起 した 胃癌患

者 な どであ る．再発予防の 目的 で 行 っ た 場合は ， 初期 の

頚癌患者 で，一
応広汎 全 剔手術を行つ た もの で は あ る

が ， 苧術時視界の 外に取 り残 さ れた癌組織 ない し癌細胞

が あ る か も知 れ ない こ とや，新 しい 癌の 発生 の 可能性 も

考え ら れ る場合で，患者 や家族の 充分 な 了解を得て 行 つ

た ．他 に卵巣癌手術後の 再発防止 を 目的と した 1例 も含

ま れ て い る．以上 1951年 （昭和26年）の 最初の 試み か ら

現在迄の 総計11例 か ら得た 知見 は 次の よ うなもの で あ つ

た ．

　生 癌 自家移植を行っ て 移植癌が 直 ちに発育増殖 す る例

（3 例），移植後数 カ 月 た つ て も発育も死滅 もせ ず ， 殆ど

現状 に留 ま る例 （2例），及び移植後完全 に消滅 す る例

（6例）が あ る．宿 主と腫瘍 の 関係の 重 要 ざ を示 す もの

と考 え る。

　生 癌 自家移植 を く りか え す こ とに よ っ て 再移 が 不可能

に な る．宿 主 の 抗癌体質形成に よ る もの と考える．又 移
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植癌 は班謂未熟型 か ら成熟型 の 癖組織 に 変化する こ とが

あ る．又 移植癌組織 の 周辺 に は 数 ヵ 月後で も強い 淋 巴球

の 浸潤 が認 め られ る。宿主の 示 す 異物反応，防御反 応 の

あ らわれとも考え ら れ る。文 原発巣の癌組織は 漸次基質

の 多い 癌組織 に 変化 す る it とが あ る．

　原発巣 の 発育速度 と結 び付 け て 考 え て み た い ．羚 凍 自

家他家移植で は未だ発育増殖 した もの は認 め な い ．

　猶患者 の 臨床経遍 を 検討して み る と，生癌自家移植 に

よつ て ， 原発部位の 癌組織の 発育を抑制 し ， 癌 手 備後 の

再発が 抑制 さ れた と思われる もの が あ り ， 少 く とも癌患

者 の 生 命 を延長 さ せ る 効果 が 期待 さ れ る 場介が 多い と考

え る ．

　移植物が発育 しない 場合で も無効 で は ない ．頻 irI亅の 移

植 を試 み た ほ うが よい と考 え て い る．冷凍癌 の 自家或 い

は 他家移植は 主 と して，子宮頚癌 の 広汎全剔手 術後 の 患

者 に対 して，生癌 自家移植 と併用 した 、効果 は数年後の

判定 に 待 ちた い と思 うが，現在 は 総 て 再発も な く健康 で

あ る．冷凍他家移植だ け で 毛減痛 や 食慾改善 に有 効 ン1く場

合 が あ る H

　此 の 方法 に よつ て 起つ た障害例 は未だ認 め てい ；ない ．

　癌性腹膜炎を起 した 若年 婦 人 の 胃癌 の 1例 で は 生 癌及

び冷凍 自家移植も無効であつ た．

　159．に 対す
’
る 質問　　 （市 マ己岡谷 病 院）後藤　　尚

　 1）　本法 に 着手さ れ た 動機 は ？

　2）　皮膚移植 （発育増大）が起 っ た 場合移植部所属 リ

ン パ 湶 等 の 転移 の 危険 盲：ど う考 え られ る か ？又 そ れ に 対

す る 処置は ？

　答弁　　　　　　　（新宿赤＋ 字産院）鈴木　武徳

　 （1） 戦 後 で電 力事盾が 悪 く稻圧 が 降下 し，何処 で も

深部治療の 出来な か つ た 昭和26年 に完 全 な，広汎全 剔 手

術 が出来 猷 か っ た 子宮頚ヨ断患者 に 対 して ［r二む を得ず 本法

を 丿ミ施 ：ノ た の が Vlしり始 ま r厂 こす ．癌免疫 を 日的 と した先

輩 の 多数 の 業績 （動物 実験） や 大 野教授 しの 実験例 （入

俸）か 1：ゐ 思い
”
フ い ノこもの

』
ごり

一
．

　 （2） 大腿部の 移植癌 か ら更 に．淋巴卸 ン！宏ど之促）転位 は

な い か ・』の 御質間 に．対 して ， 私 は未 だ 少数例 の た め絶対

ない とは 断言出来 〜｝こせ ん が ， 今迄の 所では 赴 の 経験 は し

て ξ3 り1責せ ん．直径 2．睦・v3 ．0セ ン チ 大に 迄発育 ざ せ た

第 2 例 て も転位ぽ み られ，ず 。剔出 した 後 もそ の あ とは 完

全 に癒 つ て お ります ．指 頭大位 に 迄発育 させ る分 には ，

ま ず との 心 配1よない と考え
甘
ごお りま す。
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160．　婦人科領域に於 ける Cryostat の 応用

　　　 （千葉大）

御 園生雄三 ， 佐藤

村瀬　　靖，霜

藤田　　眞，堀

王 　　眞麗，小沢

外丸　和弘，武 田

小林 　充尚 ， 片山

岩瀬　秀
一，永田
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諏訪部　博 ，許
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一
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　彊 ， 安里

　敏，泉

夫

宏

公

洋

道

良

友

　

　

弘

純男，宇 田 川敏 二 ，

一郎，工 藤　純孝 ，

　　　　　　 敏予 ， 西原源太郎，本橋 シ ズ 子，

　　　　　　　　　　　　　 子礼，加藤　喜市

　我・妹 よ千葉大学 産婦人科教室で組織標本作成 に ク リォ

ス タ ッ トを使用 して 居 る が，そ の 基礎的研 究及臨床へ の

応用 に 就 て 報告す る．手 輩・時摘出標本は
一70℃ dryice　box

に 入 ；lr1、る と 1週間迄は 充分保存 可 能で あ る ．凍結法 1・，．
．
就

て は，銀 紙 に包 み dryice−a・　ceto 　n ・
ご瞬 時 凍結及 dryice

aceto 且 を容 れ た ビ・一か
一
壁 で の 凍結 が 最

．
も良 く pdryicc

box 内，− 20℃ ク リオ ス タ ッ ト内凍結 と云 う順序で 悪 く

な ろ．

　具休的 に は 組織の 郎断及核の 変形等で 之等の 変化は 正

常糾 織 に於 て は 小 く，悪性種瘍殊 に未熟 の 程 度 と問質崩

解度 に従 つ て 箸 し くな つ て 来 る．ク リオ ス タ ッ ト切片の

伸展法 は ク リォ ス タ ッ ト内で冷却 した ガ ラ ス に 伸展す る

の が 叨 片辺 縁が 折 れ 重 な らず最適で あ る．切片作成後固

定 まで の 時間は ，＋ 5 ℃ ，

− 20℃共 1特間以内な ら酵素

活
’ト
蟹 三保 ら良好な 1もの と云え る．下記酵素の 組織化学 的

所 見 は 切片固定 後次の 条件 （保存温度 及期間）内 な らば

ほ 文 研 究 に堪 え る．− 4D℃ で 丁 日迄保存 11∫能 煎 亀 の ：：ユ：

Al　 PをLse，　Ac 　Pase ，　 B−glu（
’
urOnidase ，　− 40℃ 2 日 迄は

RNA 　l’hosphatase 、　［ndoxyl −EsLerase
，

− 40°C 　3 時間ヱ乞

は β・Esterase，− 20℃ 7 目迄 は Ac 　Pase，− 20℃ 2 日 迄

1・：： Al　Pase，　Indoxyl−Esterase，β glucuronidase，　
− 20

°C3 日寺H−U　，Y，1　［，．」こRNA 　PIlosphatase， β
・・Esterase，十 5

°
C ご

は 上述酵素は 3 時間以内 に 染色 り
．ー
べ ざ こめ 孔 ク リ オ ス
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